
Protein Fibrils
蛋白質・ペプチドが細胞内外で形成する線維沈殿

自己増殖能を持つ

+

(医学)細胞内沈着が
疾患を引き起こす

+

構造が非常に安定

+

(工学) 高強度ナノマテリアル素材

(工学) 高機能ナノ素材(sensing, dynamic)

理解を深め，予防と治療につなげたい 自由に操り，ユニークな性質を利用したい

動物細胞内で沈着
するProtein Fibril

規則正しいProtein 
Fibrilの電顕写真

構造が規則正しい

環境応答性(pH, 
温度)も見せる



GSC Center PF-MU2 Project
(Protein Fibril Manipulation, Utilization, and Understanding= “PF-MU2”)

PF-MU2 Project Objectives

線維を「理解する」知的基盤の構築
・線維化の仕組みを解析する
・細胞内外の線維化要因を調査する
・蛋白質機能と線維構造の接点を解明する

“Understanding”

線維を「操る」手法の実現

・化合物添加や条件の最適化で
線維の量や形を操る

・臨床環境で線維を操作して病
気を予防する

“Manipulation”
線維を「活用する」手法の実現
・線維ベースの新素材を開発する
・新規機能を持つ線維を開発する
・多様な形の線維を作り，利用する

“Utilization”



GSC Center PF-MU2 Project

“Understanding”
“Manipulation”

“Utilization”

2020年度 主な研究成果

細胞内蛋白質線維化を制御する蛋白質との相
互作用解析，並びに制御に向けた試み (溝端)

細胞に有毒な αシヌクレイ
ン-FABP3複合体（赤）をペ
プチド投与により細胞内で
抑制する（橙）
(JBC, in press)

エラスチンの温度感受
性・可逆線維化反応解析
(八木，櫻井; 共同)

(VPGFG)₄の各温度（4°C(左) 、
37°C(中央) 、60°C(右) ）におけ
るTEM観察

微小管構造を活用したナノテク
ノロジー基盤の構築(稲葉)

光刺激によるペプチド
の共有結合形成を利用
した微小管の安定化

長鎖リピートペプチドを用いた抗体
医薬マッピング(櫻井)
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抗原結合部位

末端マレイミド化化合物ｰ
抗体医薬複合体を合成し，
抗体医薬のアミノ酸配列を
考慮することで抗体の反応
サイト（薬剤結合部位）を
決定．

核酸化合物による塩基配列依
存的なRNA相補鎖形成に関す
る研究(櫻井)
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塩基配列依存的な遺伝子
発現抑制 (IJBM, 2021)


